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会 議 次 第 

１．開  会  １３：３０～ 

 

２．由利地域協議会長あいさつ 

平成１８年度の最初の協議会であり、１８年度予算も執行されている状況である。合併して

から１年を経過したが、まだ合併のメリット等具体的効果が見えていない。 

この地域協議会は合併後の地域の審査機関として設置されていることの重要な位置づけを

持っており、この会が形骸化することなく、地域住民に対しても自治意識の高揚を図らなけれ

ばならない。 

 

３．行政報告 ～進行：佐藤千秋会長 

   議事録署名人 木内鉄男委員、新田亨委員 

   １）１８年度由利地域主要事業について 

２）１８年度由利総合支所予算状況について 

①内容説明 ～三浦主席参事 

 ②意見聴取（質疑・意見等） 

（Ａ 委 員）旧由利町で実施していた「由利中学生オーストラリア海外研修」は廃止され、由利

本荘市一本化でアメリカミネソタ州の研修と聞いている。募集人員は従来どおりな

のか？各学校何名になるのか？ 

（回答）１７年度は合併初年度であり、各地域からの持ち寄り予算で実施した経緯もあり、

各地域で実施されていた従来通りの研修内容であった。今年度は由利本荘市一本で

実施することで計画しています。各地域の実情、想いなどを尊重しなければならな

いと考えていますが、財政的なこと等考慮し海外研修という基本に立ち返り、英語

圏の国１カ所で実施する方向で検討している。募集人員については、１０名程度を

予定しており、市内の中学校が１１校あるので各学校１名程度、もしくは３ブロッ

ク制にする方向で検討している。 

（Ｂ 委 員）由利中学校の維持修繕事業について、まちづくり計画では平成１７年、１８年で搭

載されていたが、１８年度も予算が計上されていないのはなぜか？緊急性がないの

か？ 

（回答）当初の計画より全市で３４億の減額となっている予算の状況もあり、修繕事業につ

いては、危険である等の緊急性の高い学校から順次実施している。事業が先送りさ



れている状況であるので、順次修繕は行う。 

（Ｃ 委 員）公民館バスについて、由利地域で必要として要求していたのに、１８年度は予算が

計上されていなかったが、単なる事業のローリングなのか？ 

（回答）修繕と同じ考えで、まだ使用できると判断され、緊急性のある車両から順次購入し

ていく。 

（Ｄ 委 員）消防ホース、防火服の予算が計上されていなかったが、年次計画によるものか？ 

（回答）消防備品関係では、今年度は４０万円予算がついております。整備が必要な備品等

については緊急性の高いものから年次計画で整備していきたい。 

（Ｅ 委 員）白百合苑のエアコン修繕についてですが、付近の住民からエアコンの音がうるさく

安眠が出来ない等の苦情がきていたため、予算要求したはずであったのに、計上さ

れていないのはなぜか。総合発展計画、過疎計画等に１８年度修繕として搭載され

ていた事業でもある。ディサービスセンター鮎川の修繕についても同様である。 

（回答）平成１８，１９年に改修工事を予定していたが、各事業が集中し事業の先送り（ロ

ーリング）せざるを得なかった。福祉保健部の調整で平成２２年度以降に実施して

ほしいとのことであったが、最終的に２０、２１年度に実施する予定。 

（Ａ 委 員）中山間地域等直接支払事業について、要求の半分位しか予算として計上されていな

いが問題はないのか？ 

（回答）急傾斜については平成１６年度に協定されており、１８年度からは緩傾斜にも取り

組む計画でいる。１８年度の予算は３６０ヘクタール分を予算計上している。 

（Ｄ 委 員）南由利原高原）の整備について、要求したテニスコートの整備が計上されていない。

以前はシニアの全県大会の会場にもなったコートでもある。 

（回答）平成１９年度に観光振興計画を策定することで予定しており、具体的な事業の内容

はこの計画に搭載され整備を図っていくことになる。総合発展計画に掲載されてい

るので、事業が取りやめになることはなく事業の先送りと考えて頂きたい。緊急性

かつ優先順位の高い事業から年次計画で整備していく予定である。 

（Ｄ 委 員）観光地域づくり実践プランはどう対応しているか？ 

（回答）新市まちづくり計画に基づいて国土交通省へ提出している。 

（Ｂ 委 員）支所管理費の取り扱いを具体的に教えてください。 

（回答）基本的には原因発生事項が、通常の手続きでは行政サービスが停滞するなど迅速か

つ緊急を要するものに執行するため、１１節修繕料に 10,000 千円を予算配分して

いる。 

（Ｆ 委 員）１８年度のモデル事業で子吉、薬師堂の２地区が対象となっている「農地・水・農

村環境保全向上対策事業」はどのような事業なのか？ 

（回答）具体的な情報はまだ入ってきていない。由利地域については夏頃までには具体的な

情報が来るのでもう少し時間を頂きたい。 

（Ｅ 委 員）以前新市まちづくり計画一覧表が掲示されたが、事業がその計画どおりになってい

ないのは財政面、緊急性とさまざまな理由によりわかりますが、由利本荘市地域自

治区の設置等に関する条例第８条第３項の規定に「市長は次に掲げる・・・・聴か

なければならない(5)毎年度の事業計画に関する事項」とあり、予算の査定前にで



もあらかじめ地域協議会の意見を聴かなければならなかったのではないか？ 

（回答）各総合支所から要求された事業は、本庁各課とのヒアリング、各部とのヒアリング、

財政課との協議・ヒアリングなど、順に実施して査定されている。総合支所とのヒ

アリング時には事業が必要な理由を聞き、緊急性等を加味して次年度に先送りされ

ないか等、調整を図り実施してきた。いずれ、各地域協議会全ての意見を聴くこと

になると時間的なことを含め、全体的な調整となる。持ち帰り検討させて頂きたい。

（Ｃ 委 員）白百合苑のエアコン修繕の回答に再質問します。住民からの苦情であるので、２０

年度までは先送りされない事業と思われる。 

（回答）苦情については、間接的にしか把握していない状況である。夜１０時以降は電話を

切るなど当面の対応を検討している旨をお話し、ご協力頂けるよう相手方にお話し

ます。 

（Ｇ 委 員）支所、出張所管理費について再質問いたします。迅速かつ緊急に行われなければな

らないもので、住民サービスの低下にならないための予算であるのなら、由利中学

校屋根防水修繕は必要と思われる。まちづくり計画では、１８年度に実施予定であ

ったのに計上されていないため、このような事業に執行すべきと思われる。 

（回答）おおまかに言えば、災害等で道路が決壊した等、通常の手続きでは間に合わない緊

急的な修繕の頭金的なものとして考えて頂きたい。由利中の修繕は、市内中学校全

体の計画と現状との比較により事業が先送りされている。今後担当部局と現場を確

認して対策する。 

（Ｈ 委 員）子育て支援の話が先ほどでましたが、出産祝い金、保育料の無料などとても良いこ

となのですが、全てお金で解決するようなことばかりである。例えば保育料が無料

であるために、自宅で保育ができる環境にも関わらず、保育園等に預ける家庭が増

えてきている。３歳までその子の性格が決定すると昔から言われている大事な時期

に・・と思うことがあります。ファミリーサポートセンターを始め、もっと根本的

なものを考えてほしい。本当に必要なものを確認してほしいと思う。 

（回答）保育園の無料等については、少しでも子育ての負担が軽減される一手法として捉え

て頂ければと思います。家庭教育の重要性や、親が家庭で子どもを育てるための所

得保障など、今後重要な事項として検討していく必要があります。 

 

４．案 件 

１）由利地域集落要望事項等について 

（佐藤会長）資料内容は項目もかなり多いため、時間内では終了できないことが予想され、事前

に開催された幹事会で吟味し、大まかな事項をピックアップしたので、私の方から

まとめて質問したいと思いますがよろしいでしょうか？ 

  （回答）異議なし 

 

５．閉  会  ～１５：３５ 

 

会 議 の 資 料 別紙のとおり 
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